
昭和52年度の新収作品（絵画）について　　　New　acquisitions（Painting）

越宏一　　　　　　　　　By　Koichi　KosH1

　国立西洋美術館は，1昭和52年度に1億4，100　　するかのような《森の風景》を描いた（例えば，

万円の購入費をもって，絵画4点，版画5点，　　ファドゥーツのリヒテンシュタイン・コレクシ

素描1点，工芸1点を購入すると共に，本館の　　ヨンの2点の作品）。

要請により文化庁が購入した作品の管理換えに　　　本作品（図1）は，エドゥアルト・ブリーチ

より絵画1点を加え，さらに，絵画2点および　　ユEduard　Plietsch（Die　Frankenthaler　Maler：

版画2点の寄贈を受けた。これらの作品のデー　　Ein　Beitrag　zur　Entwicklungsgeschichte　der

タについては，別項の新収作品目録に譲って，　　niederlandischen　Landschaftsmalerei，　LeiPzi9

ここでは，油彩画作品についてのみ簡単に解説　　1910の著者）によりジリス・ファン・コーニン

したい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クスローの作品と認定されたもので，画家の初

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期の様式をよく示しているという（1961年3月

ジリス・ファン・コーニンクスロー　　　　　　　1日付の鑑定書による。なお，前掲書には本作

《「パリスの審判」が表わされた山岳風景》　　　　品は言及されていない）。ブリーチュは，本作品

16世紀末～17世紀初頭　　　　　　　　　　　　　　をドレスデンにある大作《「ミダスの審判」が表

　1544年アントワープに生まれたジリス・ファ　　わされている風景》（1588年）と共にコーニン

ン・コーニンクスロー（皿）はパウルス・ブリル　　クスロー初期の代表作としている。ただし，ド

やヨース・デ・モンペルらと同時代の風景画の　　レスデンの作品と同様，本作品においても，前

先駆者で，ヤン・ブリューゲルやローラント・　　景左手に配された人物像は別の画家の手になる

サヴェリー，ダヴィッド・フィンケボーンなど　　ものであり，ルートヴィッヒ・ブルヒァルト

17世紀前半のフランドル画家に大きな影響を及　　Ludwig　Burchard（Das　flamische　Landschaftsbild

ぼした。1585年故郷の町アントワープを去り，　　des　16．　und　17．　Jahrhunderts［Austellungs－

1587年から1595年まで宗教亡命者として，ドイ　　katalog］，Berlin　l　972，　Nr．34，　S．14）は，ヘンド

ツのフランケンタール（ライン左岸）のネーデ　　リク・デ・クレルクHendrick　de　Clerk（ブリ

ルランド芸術家コロニーに住みつき，ここで制　　ユッセル　1570年頃～1629年頃）が描いたもの

作した。1595年アムステルダムに移り，同地で　　と推定している。クレルクはコーニンクスロー

1607年に残している。ジリス・ファン・コー二　　のみならず，しばしばモンペルその他の風景画

ンクスローは，アントワープ，ブリュッセル，　　にも点景人物像を描き添えている。なお，本作

メヘルンに定住した，フランドルの画家一族の　　品の点景人物群の作者については，例えば，皇

最も重要なメンバーであるが，彼の青年時代お　　帝ルドルフ時代のプラハで活躍した画家とか，

よび芸術的発展については不明の点が多い。モ　　この時期に同地で仕事をしたフランケンタール

ンペルをはじめとする同時代のネーデルランド　　の画家という可能性も全く否定はできない。た

の風景画家が空想的な高山風景に固執していた　　だし，この場合は，本作品の作者は必ずしもコ

のに対して，コーニンクスローは晩年，すでに　　一ニンクスローである必要はなくなるが，この

ヤコブ・ファン・ロイスダールの芸術を先取り　　点に関しては，今後の研究課題としたい（因に，
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コーニンクスローに関する近年の主要文献とし　　な明暗の調子によって，湿潤な大気と光の変化

ては，H・Wellensiek，　Gillis　van　Coninxloo：Ein　　を巧みにとらえている。

Beitrag　zur　Entwicklung　der　niederlandischen　　　ホイエンは10歳の頃からライデンでイサー

Landschaftsmalerei　um　1600，　Diss・Bonn　1954　　ク・ファン・スワーネンブルフその他について

およびH・GFranz，　Niederlandische　Land一　　学び，その後約1年間同市の風景画家エサイア

schaftsmalerei　im　Zeitalter　des　Manierismus，　ス・ファン・デ・フェルデの工房で過した後，

Graz　1969が挙げられるが，これらには本作品　　1631年ハーグに移り，1634年同市の市民となっ

に対する言及はない）。　　　　　　　　　　　　た。しかし同年，ハーレムのイサーク・ファン・

　いずれにせよ，本作品は，16世紀のマニエリ　　ロイスダールの家に住み，ここでも活動した。

スムから17世紀の写実的な風景画芸術への過渡　　（1649年にはホイエンの娘が風俗画家ヤン・ス

期に制作された，フランドル風景画の典型的か　　テーンと結婚している。）数多くの素描が示す

つすぐれたサンプルであることにかわりはない。　ように，ホイエンは各地をたびたび旅行して回

我々の視線はまず，画面前景の高い樹木の下に　　ったらしい。

配されたギリシア神話の一場面「パリスの審　　　初期のホイエンはエサイアス・ファン・デ・

判」に注がれ，次いで，その右手に比較的小さ　　フェルデの影響もあって比較的華やかな色彩を

く描かれた，犬を連れた猟師や橋などのモチー　　用いているが，1620年代の末頃から彼の画風は

フを経て，中景の都市の建物，さらには，パテ　　しばしば褐色調のほとんどモノクロームに近い

イニールの伝統をつぐ空想的な切り立った岩山　　色調を示し始める。微妙な色調の変化によるこ

に導かれる。このような，写実と空想の入りま　　うした画風は1630年代のオランダ絵画の一つの

じった風景が画面上に構成されている点，つま　　傾向でもあった。ホイエンはピーテル・デ・モ

り，画面の左半分が前景，そして右半分が中　　レインやサロモン・ファン・ロイスダールと共

景・遠景で占められるという，いわば「わざと　　に，1630年代のハーレムの色調画法の代表者で

らしい」空間構成にマニエリスム的傾向がうか　　ある。

がわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　1644年の年記と署名がある本作品（図2，3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は，ホイエン円熟期の河川風景画の佳品である。

ヤン・ファン・ホイエン　　　　　　　　　　　　画面右手にドルトレヒトの町がみえ，波立つ河

《マース川河口（ドルトレヒト）》　　　　　　　　口の水面とそこに浮かぶ帆船や小舟，また舟を

1644年　　　　　　　　　　　　　　　　　　こぎ，漁に従事する人々などが，どことなくメ

　ライデンに生まれたヤン・ファン・ホイエン　　ランコリックな詩情をまじえて描き出されてい

は，17世紀オランダ風景画の大家で，薄曇り空　　る。画面の3分の2を占める大空に広がる雲の

の下に展開する祖国の光景をおだやかな詩情を　　層と水面との間を満たす光の描写もみごとであ

まじえて描いた作品を数多く残した。雲の多い　　る。

広い空と低い地平線をもつ彼の景風画は，微妙　　　ホイエンは1640年代に，本作品（48．5×76cm）
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纏慮講蕊鰐蟻議
　　へをSt
紙　　　　轟蹴勲　・yt　　L’”’　・　．勘。

∴　驚灘灘麟撫　と類似の構図およびモチーフをもつ、ドルトレ
　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Wh

　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　ヒトの眺め》を何点か描いているが，特にアム

　T　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ステルダムの画商デ・プールP．de　Boer氏所蔵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のもの（1644年作，104×134cm，図4）および

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブリュッセル王立美術館にあるもの（1644年作，

3Detail　of　Fig．2　　　　　　　　　　　　　　95×146　cm，図5）などが本図と比較できる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なお，本作品はベックによるホイエン総カタ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ログ（Hans－Ulrich　Beck，　Jan　Van　Goyen，1596

」tt　　　　　　　　　　．　　　　　　　～1656：Ein　Oeuvreverzeichnis　in　zwei　Banden，
　　　　．鱗　『　Am，，。，d。m　1973）に｝ま記載されて、、ないが，将

　　　　　Pt　　　　　　　来珂行される補巻に収録される予定であるとい

つ。

イサーク・ファン・オスターデ

《宿屋の前の旅人たち》

1645年

4Jan　van　Goyen．　Dordrecht，1644．　Amsterdam，　　　イサーク゜ファン’オスターデはハーレムに

　P・de　Boer　　　　　　　　　　　　　　生まれ，同地で活躍した17世紀前半のオランダ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の画家で，28歳で残したにもかかわらず約350

　　点もの作品を残した。1610年生まれの兄アドリ

　　アーンのもとで修業し，1643年にハーレムの画

c　　家組合に加入している。初期の作品は兄を思わ

　　せる室内画が多いが，人物の扱いは兄ほど戯画

　　・晒　　・U一　　　　　　　　二　　　　、　　　サークがその真価を発揮するのは，戸外の農民

”町爆　　　・　　、　　　　調　　”な　　生活を主題とした後期の作品で，荷馬車を駆り，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あるいは氷上で遊ぶ農民たちの姿が灰褐色の暖

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かみのある色調と，しばしば対角線状に走る巧

5Jan　van　Goyen・Dordrecht，1644・Brus3els，　みな画面構成によって巧みに描かれている。19
　Musees　Royaux　de　Belgique　　　　　　　　　世紀には，75歳まで生き，約半世紀にわたって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　描き続けた兄アドリアーンの方が有名であった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が，近年はイサークの方が評価が高まってきて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いる。

e・
離　的でなく，色彩もよ畷かみカミある・しかしイ
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6 Isaak van Ostade. Travellers Halting at an Inn, 1645.

  Tokyo, National Museum of Western Art
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　イサーク・ファン・オスターデの活動期間は　　ウーウェルマンP．Wouwermann（1619－1668）

僅か10年ほどであったが，ホフステーデ・デ・　　同様，宿屋あるいは居酒屋の前で旅人が休息す

フロートの総カタログ（C・Hofstede　de　Groot，　　る情景を得意としたが，本作品にも登場する白

Beschreibendes　und　kritisches　Verzeichnis…・，　　い、焉のモチーフは，ウーウェルマンの場合と同

III・EBIingen　a・N／Paris　1910）では342点の　　じく，彼のトレードマークでもあった。

作品がリストアップされている。しかし，署名

年記があるのは，その内の約50点のみである。　　ユベール・ロベール

1645年の年記と署名が入った本作品（口絵およ　　《ローマのファンタジー》

び図6）もその一つで，この画家の持味を十分　　1786年

に生かした「優品」（J・Smith，　A　catalogue　　〈モンテ・カヴァルロ〉の巨像が描き込まれ

raisonne…．，　London　1829）である。樹木に　　ている本作品（図7）は，前年度購入の同じ作

囲まれた，草葺屋根の宿屋の前で2頭立ての馬　　者の手になる作品と対をなすもので，マルク

車に乗る旅人たちが休息をとっている情景であ　　ス・アウレリウス帝騎馬像やトラヤヌス記念柱

る。4輪馬車の一組の男女のうち，婦人の方は　　などを配した《ローマのファンタジー》（署名お

宿屋の主人と談話をかわし，帽子を被った男の　　よび1786年の年記あり）同様，ロシア貴族旧蔵

方は犬を連れた少年の方を向いている。宿屋の　　のものである。ロベールの円熟期の作品にふさ

戸口では一人の男が腰かけて酒を飲みつつ，立　　わしく，その色彩は明るく華やかで，タッチは

っている男と談笑している。画面右手の丘の上　　よどみなく，彼の典型的な作品となっている。

の道には・少年を連れた一人の女が天秤棒で手　　　なお，本年度の寄贈作品であるロベール筆の

桶二杯分の水を運んでゆく姿が描かれているが，　皿絵《牢獄風景》（パリのダニエル・ウィルデン

この二人の人物の被り物の輪郭にはペンティメ　　スタインDaniel　Wildenstein氏寄贈）は，画

ンティ（描き直し）が認められる（ただし，こ　　家が大革命の恐怖時代に王党派の容疑で投獄さ

れは後代の画家の手によるものではない）。対　　れた際に牢獄内で描かれたものである。（ロベ

角線上に配された樹木の描写も，曇り空とコン　　ールの芸術については，前年度の当館r年報』

トラストをなして美しい。　　　　　　　　　　を参照されたい。）

　すでに触れたように，初期のイサークには屠

殺した豚などのモティーフを配した農家の室内

場面が多いが，1640年以降は屋外の農民生活を

主題としたものが主流を占め，次第に風景画的

要素も増大する。本作品は，そのような風俗画

と風景画の両要素を巧みに組み合わせた作品と

いえよう。イサーク・ファン・オスターデは，

同時期に同じハーレムで活躍したフィリップ・

10



7 Robert Hubert. Fantasy of Rome, l786.

  Tokyo, National Museum of Western Art
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マドリード市民の春の行事’tサン・イシドロの　　　　　　　　　　　　　　　　a

泉への巡礼》Peregrinaci6n　a　la　Fuente　de　San

Isidroと名付けられ，以後この題名が一般化し

た。（なお，本作品については，次年度の『年

報』に当館の雪山行二研究員が論文を発表する

予定である。）
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ジョルジュ・ルオー

《エバイ（びっくりした男）》

1948－52年頃

　当館所蔵の《リュリュ（道化の頭部）》（1952

年作）と共にルオー晩年の典型的な作品の一つ

である。頭部だけを描いた本作品（図10）も

（：リュリュ〉同様，サーカスの道化師を主題にし

たものと考えられるが，同じ道化でも初期の全

身像あるいは半身像のものに見られる暗さや社

会風刺性はなく，作者晩年の穏やかな，澄み切

った心境を感じさせる作品である。その豊麗な

色彩と浮彫のように絵具をもり上げた濃密なマ

チエールもこの頃のルオーの画風をよく伝えて

いる。額縁を画面の一・部のように見なして彩色

し装飾的効果を高めている点もまた晩年のルオ

ー の特色の一つである。

　なお，本作品は，梅原龍三郎画伯の御好意に

より寄贈されたものである。
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10 Georges Rouault. L'Ebahi (The Surprised), ca. 1948-52.

   Tokyo, National Museum of Western Art

15


